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クリーン開発メカニズム（ＣＤＭ）プロジェクトの流れ 

 

【クリーン開発メカニズム】 

先進国と途上国が共同で排出削減事業を実施し、その削減分を投資国（先進国）が自国の目標達成に利

用できる制度 

 

国土交通分野におけるＣＤＭは、４件が日本政府の承認を受け、うち３件がＣＤＭ理事会に登録されてい

る。 

日本政府承認年月日 事業実施者 実施国 プロジェクト名 プロジェクトの概要 排出削減量予測 進捗状況 

平成 18 年 12 月 22 日 清水建設（株） グルジア 

トビリシ市の埋立処分場メタ

ンガス回収・発電プロジェクト

埋立処分場において発生されるメ

タンガスを主成分としたランドフィ

ルガスを燃料とした発電（８００Ｋ

Ｗ）及びガス燃焼を行う。 

7.2 

ＣＤＭ理事会

登録済み 

平成 17 年 2 月 23 日 清水建設（株） アルメニア 

エレバン市ヌバラシェン埋立

場メタンガス回収・発電プロジ

ェクト 

埋立処分場において発生するメタ

ンガスを回収し、発電を行うことに

よって温室効果ガスを削減する。

13.5 

ＣＤＭ理事会

登録済み 

平成 17 年 1 月 12 日 鹿島建設（株） マレーシア 

マレーシア国マラッカ市クル

ボン最終処分場におけるＬＦ

Ｇ回収および発電ＣＤＭ事業

廃棄物埋立最終処分場からの発

生ガス（ＬＦＧ）を回収し、発電する

（系統電源接続、２ＭＷ） 

6 

ＣＤＭ理事会

登録済み 

平成 19 年 7 月 5 日 

鹿島建設（株） 

中国電力（株） 

インドネシア 

ラテンバラ小規模水力発電プ

ロジェク 

１．２ＭＷの水路式小型発電機２

基を設置し、総出力１６，８１９ＭＷ

ｈの小水力発電を行う。 

1 

ホスト国承認

審査中 

 


